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Development of polarized HD target with dynamic nuclear
polarization and search for a new five-quark particle
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	2019年にLHCb グループが報告した5個のクォークの粒子Pcは cAA クォーク対を含んでいて[1]、sAAクォーク対やbAA クォーク対を含む同様の粒子も存在するはずです。Linらの理論物理学者は Pcを中間子+重粒子の分子的な結合状態と考えていて、sAA 対を含む分子的な結合状態 Psの質量は約2.08 GeVと予言しました[2]。私達は、SPring-8のBL33LEPビームラインにおいて偏極フォトンビームを用いて実験を行ってきました。2005年と2010年に p→ p反応[3]と...
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